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よりよく生きる 

校長 黒田 宏一 

 「猛暑
もうしょ

日
び

」という言葉
こ と ば

が当
あ

たり前
まえ

のようになった感
かん

のある夏季
か き

休 業
きゅうぎょう

日
び

が明
あ

けてから３週 間
しゅうかん

が経過
け い か

し、生徒の皆さんの２学期の学校
がっこう

生活
せいかつ

も軌道
き ど う

に乗
の

ってきたように思われます。まだまだ暑
あつ

い日が続く

予想
よ そ う

で、当分
とうぶん

の間
あいだ

は暑さ対策
たいさく

にも注意
ちゅうい

しながらの教育
きょういく

活動
かつどう

となりますが、どうぞよろしくお願
ねが

いいた

します。 
 
 さて、２学期の開始

か い し

早々
そうそう

、学校
がっこう

公開
こうかい

週間
しゅうかん

を実施
じ っ し

させていただきました。猛暑の中多くの保護者
ほ ご し ゃ

の

皆様
みなさま

に御来校
ごらいこう

いただき、あらためて感謝
かんしゃ

申
もう

し上げます。その最終日
さいしゅうび

には道徳
どうとく

授 業
じゅぎょう

地区
ち く

公開
こうかい

講座
こ う ざ

を開
かい

催
さい

し、本年度
ほんねんど

は「よりよく生きる」を主題
しゅだい

に学年
がくねん

別
べつ

に教材
きょうざい

を設定
せってい

した道徳の授業と講演会
こうえんかい

を実施しまし

た。講演会では、令和３年度に特別
とくべつ

支援
し え ん

学級
がっきゅう

Ａ組で指導員
しどういん

として勤務
き ん む

さ

れていた先生
せんせい

に、ＪＩＣＡ青年
せいねん

海外
かいがい

協 力 隊
きょうりょくたい

の一員
いちいん

として派遣
は け ん

された西ア

フリカ・マラウイでの経験
けいけん

や活動について紹介
しょうかい

していただきました。講

演では、「先入観
せんにゅうかん

をもって物事
ものごと

を見
み

てはいけない。」ことや、通勤
つうきん

に使
つか

っていた自転車
じてんしゃ

のタイヤがパンクし困
こま

っていた時
とき

に声
こえ

をかけ、自分
じ ぶ ん

の自転

車を貸
か

し出
だ

した上に修理
しゅうり

までしてくれたマラウイの青年
せいねん

が、先生と友人
ゆうじん

に

なりたいからと、その家族
か ぞ く

とともに食事
しょくじ

の準備
じゅんび

をし自転車の引
ひ

き取
と

りを待
ま

ってくれていたエピソード等を紹介していただき、最後
さ い ご

には、マラウイの

ことわざを通
とお

して「どのような環境
かんきょう

であっても、誰
だれ

もが幸福
こうふく

な生
い

き方
かた

を

求
もと

めている。そのために国などの様々
さまざま

な違
ちが

いを超
こ

え、一人一人
ひ と り ひ と り

とつながることが大切
たいせつ

である。」ことを

訴
うった

えていらっしゃいました。「よりよく生きる」ための大切な視点
し て ん

として生徒も多
おお

くのことを学
まな

ぶこ

とができました。生徒の振
ふ

り返
かえ

りにも、「マラウイの人々
ひとびと

の心
こころ

の 温
あたたか

かさに驚
おどろ

きました。日本などの

先進国
せんしんこく

でも人と人とがお互
たが

いに親切
しんせつ

にしあえたら世界
せ か い

が平和
へ い わ

になるという 考
かんが

えに共 感
きょうかん

しました。」

「先入観を捨
す

てて１から考えることで生きることの大切さや生
せい

の共存
きょうぞん

の大切さを改
あらた

めて実感
じっかん

しまし

た。」等と記
しる

されており、「よりよく生きること」への多くのヒントを受
う

け取
と

ることができたようで

す。 
 
 ところで、文部

も ん ぶ

科学省
かがくしょう

の諮問
し も ん

機関
き か ん

である中央
ちゅうおう

教育審
きょういくしん

議会
ぎ か い

は、令和５年３月に「次期
じ き

教 育
きょういく

振興
しんこう

基本
き ほ ん

計画
けいかく

について」（答申
とうしん

）を発表
はっぴょう

し、今後
こ ん ご

の教育政策
せいさく

に関する基本的な方針として「持続
じ ぞ く

可能
か の う

な社会
しゃかい

の

作
つく

り手
て

の育成
いくせい

」と「日本
に ほ ん

社会
しゃかい

に根差
ね ざ

したウェルビーイングの向上
こうじょう

」を掲
かか

げました。ウェルビーイング

とは、多様
た よ う

な個人
こ じ ん

それぞれが幸せや生きがいを感じ、地域
ち い き

や社会
しゃかい

が幸せや豊
ゆた

かさを感じられることと捉
とら

え、幸福感
こうふくかん

、繋がり、利他性
り た せ い

、協働性
きょうどうせい

、自己
じ こ

肯定感
こうていかん

、自己
じ こ

実現
じつげん

等を育むことを大切にした教育を推進
すいしん

することとしています。一人一人の幸せや生きがいを尊重
そんちょう

すること、このことを基盤
き ば ん

として地域
ち い き

や社

会の幸せや豊かさを創
つく

り出し、様々な困難
こんなん

を乗
の

り越
こ

え克
こく

服
ふく

しながら持続可能な社会を作る力になると考

えます。それは、今回の主題である「よりよく生きる」に通
つう

じるはずです。 

二中では非認知
ひ に ん ち

スキル（忍
にん

耐力
たいりょく

、情緒
じょうちょ

の安定
あんてい

、社会性等、生活や仕事の場で様々な知識
ち し き

を使
つか

ったり

他
た

の人と協働したりするときに必要
ひつよう

なスキル）を育成
いくせい

することを視点
し て ん

の一つにした授 業
じゅぎょう

改善
かいぜん

に取
と

り組
く

んでいます。学校
がっこう

生活
せいかつ

の中で最
もっと

も中心
ちゅうしん

となる授業がウェルビーイングの向上につながる要素
よ う そ

であり、

「よりよく生きる」を育む力になることを願って２学期の教 育
きょういく

活動
かつどう

を推進
すいしん

して参ります。９月３０日

（土）は、本年度２回目の学校公開（３時間
じ か ん

授業
じゅぎょう

）を予定
よ て い

しております。そのような視点でも授業を

御覧いただければ幸
さいわ

いです。 
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二中だより 
国立二中ホームページにも掲載：国立第二中学校へアクセス 



谷保第六公園（富士見台三丁目） 

国立二小（三和会） 

１年Ａ組 
。。 

１年 ２年 ３年 

国立二小（三和会） 

○ 夏まつりボランティア（７月２１日［金］～８月６日［日］）  
 
三和会、国立西の会、富士見台３丁目、富士見台４丁目、青柳

中央会の５自治会が主催する夏まつりに、延べ、１年生１９名、２
年生１６名、３年生３１名、計６６名の生徒が、［ボランティア］
として参加し、地域の方に感謝されました。参加した生徒の皆さ
ん、ありがとうございました 。今後もボランティアの募集がある
ときには、一人でも多くの生徒に参加していただければと思いま
す。 

 
○ 道徳授業地区公開講座「よりよく生きる」（９月２日） 
 
① 授業から 

 
 
１年生は「教室の場面」の絵から「いじめに当たるのはどれだろう。」と話し合い、いじめに当たる行為を根拠をもって示し、

相手の立場や個性を尊重することについて考えました。２年生は、元リトアニア領事代理・杉原千畝氏の「六千人のビザの発行」
について、望ましくない状況の中でビザを発行するという決断を下したのはなぜだろうと話し合い、世界の中の日本人として、
国際的視野に立ち、世界平和と人類の発展に寄与しようとする心情とはどのようなものかについて考えました。３年生は、小学
生の姉弟の事情に同情し入園時間が過ぎているのにもかかわらず、また小学生以下は保護者同伴でなくてはならないという園の
規則を破って入園させた動物園の入園係に届いた「姉弟の保護者からの感謝の手紙」と上司から規則を破ったことで受け取った
「懲戒の手紙」の２通の手紙について、入園係がどう捉え、自ら退職したのはなぜだろうかと話し合うことで、きまりを尊守す
る意義について考えることをねらいとして、授業を行いました。今後も、「考え、議論する道徳｣の授業に取り組んでいきます。 

 
② 講演会から 

 
 
 

 

 

 

 
一昨年、本校で特別支援学級指導員であった先生をお招きし、青年海外協力隊員としてのマラウイでの体験をもとに、現地の

人たちの生活の様子や、そこから得た「よりよく生きる」ことについて講演をしていただきました。遠く離れたところから井戸
水を汲んで運び、キッチン、フロ、トイレは同じ場所で水を使う。学校では１クラス２００人の生徒を一人の先生が机も椅子も
ない教室で教え、字は地面に書いて練習する。私たちの日常とは違った生活の様子を聞くことができました。御自身の体験から
２つの事例について生徒に問いかけました。職場に行く途中、自転車をパンクさせてしまい通りかかった青年に、「俺が直して
やろうか？、直しているあいだ、俺の自転車を使っていけよ。」と声をかけられました。青年の家に行き自転車を預けて、彼の
自転車で職場に行き、仕事を終え、彼の家に着くと…どうなったでしょうか？、次にある女性がバスに乗り込んできた時のこと。
右手には大量の荷物、左手には、まだ、幼い赤ちゃん。赤ちゃんは泣きだしてしまいました。すると、目の前に座っていたおば
あちゃんが…どうしたでしょう？。｢初めの例では、自転車を修理し、昼ご飯を用意して待っていた。私はあなたの友達になり
たかった。次の答えはおばあちゃんが赤ちゃんを抱いた。アフリカでは子供はみんなで育てる。これがアフリカの温かい心なの
だということ。先入観を捨て、幸せも苦しみもみんなで分かち合う（共有する文化）。ここによりよく生きるための秘訣がある
ように思います。｣と語られました。 
 
○ 生徒会役員選挙（９月１１日６校時） 
 

生徒会役員選挙のねらいには、正しい選挙を通じて、民主的形成者としての
基礎を身に付けることがあります。選挙を正しく理解できるよう実際の選挙に
近い形で行います。３年生は教室で国立市選挙管理委員会からお借りした「投
票箱」を用いて投票を行いました。また、生徒会役員選挙は生徒一人一人
が｢チーム国立二中｣の一員として自分にできることは何かを主体的に考
える機会でもあります。開票の結果、下記の方が当選しました。新しいリ
ーダーを中心に生徒全員が協力してよりよい「チーム国立二中」にしてい
きましょう。  

 
 
 
 

○ 表 彰 
 

◇吹奏楽部 第６３回東京都中学校吹奏楽コンクール 銀賞 
 

○ 教職員着任のお知らせ 
 

８月１日産休代替教員として臨時的任用教員、用務主事、⒏月２９日に
スマイリースタッフ、別室指導支援員が着任しましたのでお知らせしま
す。 

 
 
 

９月の予定 
20㈬ 中間考査 1 日目（①国語 ②社会 ③理科）  
21㈭ 中間考査２日目（①英語 ②数学 ③1 年技・家 ２年美 術  
    合唱コン練習⑤   
22㈮ （２年）NIE 出前授業⑤ 一斉委員会（前期最終） 
23㈯ 秋分の日 
25㈪ 朝礼 安全指導 中央委員会（前期最終） 
26㈫ 一斉委員会（後期） 二中 STEP（16:00～17:30） 
27㈬ ＳＣ相談日 二中 STEP（15:00～16:30） 
28㈭ 中央委員会（後期） ＳＣ相談日 
30㈯ 土曜公開授業①～③ 学年ﾘﾊｰｻﾙ①３年 ②２年 ③１年 

１０月の予定 
３㈫ 二中 STEP（16:00～17:30） 
４㈬ ＳＣ相談日 二中 STEP（15:00～16:30） 
５㈭ ＳＣ相談日 
６㈮ 第６１回合唱コンクール 
９㈪ スポーツの日 
10㈫ （３年）第２回復習確認テスト 二中 STEP（16:00～17:30） 

（全）QUアンケート調査  
11㈬ 避難訓練 ＳＣ相談日 二中 STEP（15:00～16:30） 
12㈭  （２年）人権出張授業⑥ ＳＣ相談日 
13㈮ （３年）進路説明会 
 


